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令和５年度事業計画 

 

当社は、つくば発の革新的な先端技術を活用し、産学官の密接な交流や連携のもとに、次

世代の新たなビジネスを生み出すベンチャー企業や事業革新を進める企業の創出と成長を

支援することによって、地域経済の発展と社会課題の解決に貢献することを目指しており

ます。 

令和３年度には「革新的なビジネスに挑む企業の創出・育成のプラットフォームの確立を

目指して」をテーマとする３か年の第４次中期経営計画を策定し、「良好なビジネス環境の

提供と安定した入居率・利用率の確保」「ベンチャー企業支援の高度化とネットワークの拡

大」などの目標を掲げております。 

令和４年度までに、ベンチャー支援においては、産業技術総合研究所（ＡＩＳＴ）との連

携強化に加えて物質・材料研究機構（ＮＩＭＳ）、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）にも

働き掛けを拡大したほか、つくばスタートアップパークの運営受託や、他地域の支援機関と

連携したイベントの開催、さらに、ＶＣ等へのアプローチにも注力して連携協定を締結する

など、支援やネットワークの幅を充実させてまいりました。また、施設環境の充実について

は、セキュリティシステムの全面更新を行ったほか、入居棟共用部のリニューアルも順次進

めており、安定した入居率・利用率を確保してきたところです。なお、当社敷地内にある茨

城県所有の「つくば創業プラザ」は、当社が２０年間指定管理者として運営してまいりまし

たが、令和５年４月をもって施設を譲り受け、直営化することといたしました。 

 このような進捗状況を踏まえ、令和５年度の事業は、以下の基本方針により実施すること

とします。 

まず、つくばにおけるベンチャー支援のハブ機能を一層強化します。研究機関との情報共

有を一層強化して連携事業の拡大を目指すほか、県内外の支援機関との連携も継続して進

めてまいります。また、引き続き受託することとなったつくばスタートアップパークの運営

を通じて、大学発ベンチャーへの対応も強化してまいります。 

次に、レンタルラボ需要への対応でございます。当社のレンタルラボはほぼ満室稼働が続

き、入居希望の声も多い中で、国のスタートアップ育成５か年計画の始動により逼迫感がさ

らに増すことが想定されます。自社施設となる「つくば創業プラザ」は、居室を増やして創

業支援を強化してまいりますが、本格的なレンタルラボの増設等については、更なる検討を

継続してまいります。 

また、ベンチャー企業の成長支援への取組も進めます。従来の創業スクールやベンチャー

技術発表会、ＴＣＩベンチャーアワード等は引き続き実施して、ベンチャー企業の成長促進

につなげてまいります。また、当社のイベントを通じて、ベンチャー企業と親和性の高い企

業やＶＣ等との接点をつくるとともに、当社自身も企業規模に見合ったベンチャー投資を

開始することとします。 

当社収入の８５％を占める施設提供部門については、入居企業の満足度向上に努めるべ

く、老朽化に対応した修繕工事や、Ｂ・Ｃ棟のリニューアルなど施設印象を高める工事を継

続して行います。また、事務室棟屋上に自家消費型太陽光発電施設を設置し、ＣＯ２排出量

と光熱費の削減にも対応してまいります。 
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さらに、社員の能力向上に向けた取組やシステムによる事務効率化も進めます。ベンチャ

ー支援を担当する社員には、インキュベーションマネージャー（以下「ＩＭ」という。）認

定の取得を義務付けているところですが、ＶＣ等とともに企業を訪問することなどにより

アクセラレーションを学習する機会等を通じて、社員の能力向上を図ります。事務について

は、貸室予約や各種社内システムを相次いで導入したのに続き、消費税インボイス制度対応

の家賃請求システムの更新も控えていることから、早期対応・習熟による効率化を進めます。 

 


